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勝山の技術が集結
■10月27日　ジオアリーナ

　勝山産業フェアと勝山うまいもん祭りが開催され
ました。11回目となる今回は、市内企業16社が出
展したほか、体験コーナーや名物グルメが集まり、
会場は多くの人出で賑わいました。

特産サトイモ、今年の出来は？
■10月27日　野向町北野津又

　里芋観光農園で
里芋掘り体験が開
催 さ れ ま し た。
132人が参加し、
それぞれ割り当て
られた里芋を掘り
起こしていきまし
た。
　会場ではのっぺ
い汁のふるまいな
どがあり、参加者
は舌鼓を打ちまし
た。

10
月
５
・
６
日
に
茨
城
県
で
国

体
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
初

め
て
開
催
さ
れ
た
、
全
国
都
道
府

県
対
抗
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
権
に
出

場
し
た
池
田
大
樹
さ
ん
が
、
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
ベ
ス
ト

８
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　
「
県
代
表
と
し
て
、
強
い
選
手

と
戦
え
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
会

場
の
幅
広
い
客
層
と
多
数
の
報
道

陣
に
驚
き
ま
し
た
」
と
話
す
、
ぷ

よ
ぷ
よ
歴
13
年
の
池
田
さ
ん
は
、

福
井
大
学
に
通
い
な
が
ら
県
内
外

の
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

全
国
的
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
す
。

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
あ
わ
せ

て
、
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

茨
城
国
体
出
場
者
紹
介（
敬
称
略
）

相
撲
少
年
男
子
▼
上
野
俊
光
（
北

郷
町
西
妙
金
島
）、
多
田
央
希

（
元
町
３
）、
鵜
山
隼
冶
（
村
岡

町
浄
土
寺
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
成
年
男
子
▼
松
川

直
弘
（
監
督
・
荒
土
町
松
田
）、

牧
野
桂
大
（
栄
町
４
出
身
）、

南
茂
蓮
太
（
元
町
２
出
身
）　

成
年
女
子
▼
笹
木
里
司（
監
督
・

長
山
町
２
）　

少
年
男
子
▼
牧

野
智
幸
（
監
督
・
栄
町
４
）、

中
村　

舜
（
旭
毛
屋
町
）

ク
レ
ー
射
撃
ト
ラ
ッ
プ
▼
梅
本
康

隆
（
旭
毛
屋
町
）

ボ
ウ
リ
ン
グ
成
年
男
子
▼
鈴
木
涼

太
（
郡
町
３
）

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
成
年
女
子
▼
新

谷
望
恵
（
滝
波
町
２
）

国体ｅスポーツ

ぷよぷよぷよぷよで健闘で健闘

池田大樹さん（21）
プレイヤーネーム「タイタン」

＝村岡町浄土寺＝

ジオアリーナにニューマシン登場
健康維持・筋肉増強にご利用ください。

ロ
ー
タ
リ
ー
ト
ー
ソ
＆
ツ
イ
ス
ト

鍛
え
る
部
位
▼
脇
腹

ア
ダ
ク
シ
ョ
ン
＆
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン

鍛
え
る
部
位
▼
太
も
も
の
内
側
・
外
側

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
初
め
て
利
用
す
る
場

合
は
、「
初
回
講
習
会
」
の
受
講
が
必
要
で
す

市ＨＰ
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ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
ご
紹
介

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

金
賞
▼
山
田
樹
璃
（
成
器
南
6
）

前
川
煌
成
（
鹿
谷
4
）
反
保
あ

か
り
（
成
器
南
1
）

銀
賞
▼
出
口
望
冬
（
成
器
南
6
）

藤
田
ま
ど
か
（
成
器
西
4
）
長

谷
川
静
奈
（
成
器
南
3
）
多
田

結
奏
（
荒
土
2
）
西
野
礼
那
（
荒

土
1
）
堀
善
大
郎
（
北
郷
1
）

銅
賞
▼
白
崎
彩
月
（
勝
山
北
部
2
）

谷
口
莉
依
（
勝
山
北
部
2
）
酒

井
愛
白
（
鹿
谷
6
）
寺
本
愛
咲

（
鹿
谷
4
）
野
邊
和
奏
（
成
器
西

4
）
笠
松
真
仲
（
北
郷
2
）

※
市
内
入
賞
者
の
み
掲
載

金
賞
▼
北
川
拓
磨
（
村
岡
6
）
石

川
陽
葵
（
成
器
南
5
）
竹
内
琢

翔
（
鹿
谷
4
）
伊
藤
颯
翼
（
三

室
3
）
清
水
咲
来
（
北
郷
2
）

松
村
侑
珠
（
北
郷
1
）
小
田
煌

月
（
ケ
イ
テ
ー
こ
・
年
中
）

銀
賞
▼
吉
田
凌
太
朗
（
荒
土
6
）

廣
田
真
里
菜
（
荒
土
5
）
沼
田

純
和
（
成
器
西
4
）
山
内
心
音

（
成
器
西
4
）
林
勇
希
（
成
器

南
3
）
嶋
田
悠
生
（
成
器
南

3
）
中
辻
愛
莉
（
成
器
西
2
）

堂
前
凛
香
（
成
器
西
2
）
松
澤

武
秀
（
鹿
谷
保
・
年
長
）
桜
田

晴
紀
（
南
こ
・
年
長
）
古
家
希
々

香
（
し
ろ
き
こ
・
年
中
）
松
山

旺
士
郎
（
鹿
谷
保
・
年
中
）

銅
賞
▼
川
上
葵
生
（
成
器
南
6
）

笠
松
和
（
成
器
南
6
）
沼
田
健

慎
（
成
器
西
6
）
堀
琥
大
郎
（
北

郷
5
）
宇
佐
美
陽
菜
（
鹿
谷
5
）

坂
本
麗
名
（
成
器
南
5
）
竹
内

愛
（
鹿
谷
5
）
片
桐
銀
持
郎
（
成

器
西
4
）
笹
村
遥
華
（
成
器
西

4
）
仲
村
綾
花
（
成
器
南
4
）

袖
川
桜
（
成
器
南
3
）
澤
ゆ
り

あ
（
北
郷
3
）
布
川
昊
（
成
器

南
3
）
西
浦
應
志
（
荒
土
2
）

齋
藤
大
綺
（
成
器
西
2
）
山
内

陽
愛
（
平
泉
寺
2
）
反
保
明
花

梨（
成
器
南
1
）田
中
優
衣
菜（
成

器
南
1
）
尾
田
海
春
（
成
器
西

1
）
西
出
琥
珀
（
野
向
1
）
松

村
京
汰
（
き
た
こ
・
年
長
）
笠
川

実
桜
（
北
郷
わ
し
の
こ
保・年
長
）

森
下
新
太
（
ケ
イ
テ
ー
こ・年
長
）

廣
田
旺
介
（
鹿
谷
保
・
年
中
）

今
井
柚
希
（
し
ろ
き
こ
・
年
中
）

松
岡
歩
翔
（
鹿
谷
保
・
年
中
）

※
金
・
銀
・
銅
賞
は
、
市
内
入
賞

者
の
み
掲
載

市
長
賞
▼
佐
野
幸
音
（
鹿
谷
1
）

金
賞
▼
髙
田
百
夜
子
（
勝
山
南
部

1
）
濱
上
怜
三
（
成
器
西
3
）

銀
賞
▼
仲
村
凜
々
子
（
勝
山
南
部

1
）
大
倉
那
月
（
成
器
西
6
）

森
翼
（
成
器
西
3
）
大
滝
眞
子

（
成
器
西
1
）山
内
雫（
鹿
谷
保
・

年
中
）

銅
賞
▼
白
木
瑛
門
（
成
器
西
6
）

宇
野
栞
那
（
村
岡
3
）
川
村
碧

葦
（
北
郷
2
）

※
市
内
入
賞
者
の
み
掲
載

青
少
年
健
全
育
成
啓
発

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

「
恐
竜
を
描
こ
う
」

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

「
お
城
を
描
こ
う
」

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

福井県立恐竜博物館賞
塚田ライハン龍太郎
（文京区立明化5）

みんなで築こう人権の世紀

～考えよう相手の気持ち　未来へつなげよう～考えよう相手の気持ち　未来へつなげよう
違いを認め合う心～違いを認め合う心～

　

人
権
と
は
、
国
籍
・
性
別
・
出
身
な
ど
に
関
わ
ら
ず
、

誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
、
人
が
幸
せ

に
自
分
ら
し
く
生
き
る
権
利
で
す
。

　
「
虐
待
」「
い
じ
め
」「
セ
ク
ハ
ラ
」「
差
別
」
な
ど

に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

勝
山
市
で
も
啓
発
活
動
や
人
権
相
談
（
定
例
）
を

実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
度
、
身
近
な
「
人
権
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
啓
発
活
動

と　

き
▼
12
月
2
日
㈪　

午
前
11
時
〜

と
こ
ろ
▼
勝
山
サ
ン
プ
ラ
ザ
前

内　

容
▼
南
こ
ど
も
園
児
の
出
し
物
な
ど

◆
人
権
相
談

　

７
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

と　

き
▼
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

　

午
前
9
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館　

蘭
・
桜
の
間

問
未
来
創
造
課
（
市
役
所
2
階
）
☎
88
‐
1
1
1
5

◆SDGｓの基盤は「人権」
　世界各国で取り組まれている
SDGs（持続可能な開発目標）の「誰
一人取り残さない」という理念は、
世界人権宣言の精神を引き継いだ
ものです。
　「思いやりの心」や「かえがえの
ない命」などが人権を守ることに
繋がり、SDGｓの目標すべての実
現に繋がります。

12月10日は「人権デー」・12月4日～ 10日は「人権週間」


